
広
報
富
士
河
口
湖

　
２２

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

　
山
ひ
よ
り
　
　
岳
　
大
　
さ
ゆ
り
　
船
津

宿
澤
　
実
李
　
　
将
　
憲
　
あ
さ
み
　
船
津

佐
野
　
康
希
　
　
　
　
　
　
リ
　
エ
　
小
立

外
川
菜
々
美
　
　
仁
　
志
　
由
美
子
　
小
立

井
出
　
実
季
　
　
昌
　
克
　
　
薫
　
　
浅
川

宮
下
　
尚
紀
　
　
尚
　
也
　
絵
里
花
　
河
口

中
村
　
心
良
　
　
昌
　
博
　
佐
知
子
　
河
口

渡
辺
つ
な
よ
　
91
歳
　
　
野
　
和
子
　
船
津

小
池
　
誠
一
　
95
歳
　
小
池
　
春
記
　
船
津

外
川
　
鉄
也
　
67
歳
　
外
川
　
節
子
　
船
津

梶
原
チ
ヨ
子
　
82
歳
　
梶
原
　
幸
夫
　
船
津

井
出
あ
さ
子
　
93
歳
　
井
出
　
重
幸
　
船
津

小
佐
野
勝
子
　
61
歳
　
小
佐
野
　
實
　
船
津

　
津
　
げ
ん
　
86
歳
　
　
津
　
　
武
　
船
津

渡
邊
　
よ
し
　
82
歳
　
渡
邊
　
　
旻
　
小
立

【
1
月
19
日
か
ら
2
月
14
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

み
の
り

や
す
き

み
の
り

な
お
き

き
よ
ら

な
　
な
　
み

金
銅
薬
師
如
来
立
像
と
廻
り
舞
台
が

　
　
町
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
！

廻り舞台　(東側)

廻り舞台　(南側)

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18
年
12
月
20
日
に
小
立
地

区
の
常
在
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
「
金
銅
薬
師
如
来
立
像
」
、

平
成
19
年
１
月
17
日
に
同
じ
く
小
立
地
区
の
妙
法
寺
境
内

内
に
あ
る
「
廻
り
舞
台
」
を
町
の
文
化
財
と
し
て
指
定
し

ま
し
た
。

　
こ
の
２
つ
の
文
化
財
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

金
銅
薬
師
如
来
立
像

　
こ
の
像
は
鎌
倉
時
代
の
制
作
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
法
量

は
像
高
47
・
9
セ
ン
チ
で
あ
る
。
像
容
は
左
ひ
じ
を
曲
げ

て
薬
壺
を
持
ち
、
右
手
は
掌
を
前
に
立
て
て
第
一
指
と
第

四
指
を
捻
じ
、
台
座
上
に
直
立
す
る
普
通
の
形
相
で
あ
る
。

　
や
や
な
で
肩
で
ほ
っ
そ
り
と
し
た
　
で
、
胸
部
か
ら
腹

部
に
か
け
て
絶
妙
な
肉
身
の
起
伏
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

穏
や
か
な
表
情

に
端
正
な
目
鼻

立
ち
で
、
着
衣

の
衣
紋
線
も
整

理
さ
れ
て
お
り
、

鎌
倉
時
代
の
特

色
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
現
在
は
常
在
寺
に
安
置
さ
れ
、
県
下
で
は
作
例
の
少
な

い
金
銅
仏
で
あ
る
。

廻
り
舞
台

　
小
立
の
妙
法
寺
境
内
の
一
角
に
所
在
す
る
三
十
番
神
堂

の
拝
殿
と
し
て
造
ら

れ
た
建
物
で
あ
る
。

明
治
19
年
に
火
災
に

遭
い
消
失
し
た
が
、

明
治
23
年
頃
復
興
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　
復
興
さ
れ
た
当
時

か
ら
若
者
を
中
心
に

歌
舞
伎
や
ヤ
ー
ト
コ

踊
り
な
ど
の
地
芝
居

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

村
民
は
も
ち
ろ
ん
近

郊
在
所
か
ら
の
見
物

人
で
境
内
は
身
動
き

が
出
来
な
い
状
態
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
廻
り
舞
台
は
山
梨
県
内
で
は
珍
し
く
大
変
貴
重
な

建
物
で
あ
る
。
舞
台

上
に
張
り
合
わ
せ
た

寄
木
の
中
に
円
形
の

切
込
み
が
あ
り
、
舞

台
の
下
に
は
丸
い
柱

が
見
え
、
そ
れ
を
回

す
と
舞
台
の
円
形
部

分
が
回
転
し
、
場
面

展
開
が
出
来
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
は
林
区
の
芸

能
祭
り
が
こ
の
舞
台

で
行
わ
れ
、
か
つ
て

の
賑
わ
い
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
。



広
報
富
士
河
口
湖

　
２３

書
家
　
山
下
涯
石
先
生

　
船
津
出
身
の
山
下

涯
石
先
生
は
、
明
治
32

年
８
月
18
日
、
父
宮
下

興
作
・
母
よ
し
の
三
男

と
し
て
こ
の
地
に
生

を
受
け
た
。
本
名
宮
下

金
作
は
、
船
津
小
学
校

時
代
よ
り
そ
の
書
才

が
認
め
ら
れ
、
人
の
代
書
を
す
る
程
で
あ
っ
た
。
看
板
を
業

と
す
る
山
下
氏
が
、
そ
の
才
能
を
認
め
、
見
習
い
と
修
行
の

た
め
上
京
を
勧
め
た
。
こ
れ
が
、
後
の
書
家
山
下
涯
石
を
生

む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。看
板
屋
と
し
て
修
行
中
、

そ
の
天
分
と
向
学
心
は
止
ま
ず
、
つ
い
に
大
正
５
年
当
時
の

書
家
・
武
田
雲
洞
の
門
に
入
り
、
雲
谷
と
号
し
て
書
の
修
行

に
励
ん
だ
。

　
そ
の
後
、
見
込
ま
れ
て
山
下
家
の
養
子
と
な
り
、
東
京
に

留
ま
り
書
家
と
し
て
本
格
的
な
活
躍
と
修
行
に
取
り
組
ん

で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
13
年
雲
洞
の
死
後
、
吉
田
苞
竹

に
師
事
し
、
東
方
書
道
会
に
属
し
て
書
作
品
を
発
表
し
始
め

た
。
そ
の
第
一
回
展
に
集
字
聖
教
序
の
全
臨
を
出
品
し
て
、

そ
の
才
と
そ
の
努
力
を
認
め
ら
れ
た
の
は
有
名
な
話
で
あ

る
。

　
そ
の
作
風
は
、25
歳
頃
ま
で
は
武
田
雲
洞
氏
の
影
響
を
受

け
、
古
武
士
を
思
わ
せ
る
書
風
が
あ
り
、
25
歳
以
後
35
歳
頃

ま
で
は
、
吉
田
苞
竹
氏
の
書
風
が
濃
厚
に
表
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
涯
石
と
改
号
し
40
歳
を
過
ぎ
る
頃
は
全
く
独
自
の
涯

石
風
を
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
先
生
は
篆
、
隷
、
楷
、
行
、
草
、
お
よ
そ
不
得
意
な
書
体
は
な

か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
書
の
特
徴
は
、
温
か
い
親
近
感
を

基
調
と
し
て
雄
大
な
構
想
と
大
胆
な
表
現
と
に
あ
る
が
、
こ

れ
が
鍛
錬
に
よ
る
確
実
な
技
法
に
よ
っ
て
裏
づ
け
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
本
当
に
幅
広
い
書
家
で
あ
っ
た
。

　
終
戦
後
、
先
生
に
は
郷
土
の
書
の
指
導
の
た
め
、
度
々
河

口
湖
に
来
ら
れ
、
中
村
湖
石
先
生
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
こ

の
頃
、郷
土
で
涯
石
先
生
に
入
門
し
た
の
が
渡
辺
寒
　
先
生
、

野
村
静
谷
先
生
な
ど
で
あ
っ
た
。
寒
　
先
生
に
そ
の
当
時
の

様
子
を
聞
い
て
み
る
と
「
当
初
、
東
京
の
神
田
錦
町
の
出
版

社
の
２
階
に
教
室
が
あ
り
、
そ
こ
で
師
よ
り
熱
心
な
指
導
を

受
け
、
そ
の
後
涯
石
先
生
は
大
塚
に
移
転
し
、
そ
こ
を
生
涯

の
住
居
と
定
め
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
寒
　
先
生
は
涯
石

先
生
に
つ
い
て
特
に
「
隷
書
」
の
名
人
で
あ
っ
た
と
評
し
て

い
る
。
先
生
の
書
歴
は
財
団
法
人
書
壇
院
理
事
審
査
員
、
同

文
会
総
務
部
長
、
毎
日
展
審
査
員
等
を
経
て
、
昭
和
35
年
度

認
め
ら
れ
て
日
展
依
嘱
作
家
と
し
て
推
奨
さ
れ
る
と
云
う

栄
誉
に
浴
し
て
い
る
。

　
安
藤
　
石
氏
（
故
人
・
評
論
家
・
日
展
会
員
）
は
先
生
を
評

し
て
「
善
意
と
い
う
も
の
が
あ
れ
ほ
ど
迄
に
前
面
に
少
し
の

不
自
然
さ
も
な
く
押
し
出
て
く
る
の
は
、
そ
れ
が
山
下
さ
ん

の
生
得
の
も
の
で
は
勿
論
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
同
時
に
又
深

い
曲
折
を
経
た
、
い
わ
ば
性
根
の
据
わ
っ
た
も
の
で
も
あ
っ

た
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
涯
石
先
生
は
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
い
う
矢
先
、
昭
和
35
年
10
月
25
日
、
病
の
た
め
長
逝

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
書
壇
は
勿
論
、
郷
土
に
お
い
て
も
誇
り

得
る
数
少
な
い
文
化
人
を
失
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ

る
。
そ
の
後
、
昭
和
40
年
12
月
、
故
人
を
偲
び
、
山
下
涯
石
遺

墨
集
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
先
生
の
残
し
た
芸
術
は
我
々
の

手
本
と
し
て
永
久
に
残
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

文
化
財
審
議
会
委
員
　
　
堀
内
健
三

日   

時
　
4
月
10
日 (

火)

　
　
　   

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場   

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

人口

男

女

世帯

　　25,730人
(－27)

 12,652人
(－23)

 13,078人
　(－4)

 8,709  
(＋1)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

2月1日現在の
人口・世帯

渡
邊
　
博
文 

 

＝ 
 

海
老
原
智
実
　
小
立

岩
本
　
行
生
　
62
歳
　
岩
本
　
和
子
　
小
立

外
川
　
　
　
　
78
歳
　
外
川
　
園
子
　
小
立

桑
原
す
み
子
　
83
歳
　
桑
原
　
達
雄
　
河
口

小
佐
野
房
夫
　
75
歳
　
小
佐
野
裕
治
　
勝
山

流
石
　
兵
市
　
75
歳
　
流
石
　
玲
子
　
勝
山

伊
藤
ま
さ
子
　
83
歳
　
伊
藤
　
　
二
　
本
栖

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

(

誤)
 

駒
谷
　
安
明
　
↓
　(

正)
 

駒
谷
　
栄

【
お
詫
び
と
訂
正
】 

2
月
号
18
ペ
ー
ジ
、
お
く
や
み(

死
亡)

で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
と
訂
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



「
広
報
富
士
河
口
湖
」
は
資
源
保
護
と
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

33
2007年

3月
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休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

■
無
料
弁
護
士
相
談

　
◆
日
時
　
毎
月
５
、
10
、
15
、
20
、
25
日

　
　
　
　
　   

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
　
　
　
　
（
こ
の
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
前
後
の
平
日
）

　
◆
場
所
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
　
　
　 

（
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
：
甲
府
市
）

　
※
相
談
は
予
約
制
で
、
１
人
当
た
り
30
分

■
電
話
相
談

　
◆
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
　  

℡
0
5
5
‐
2
2
3
‐
1
3
6
6

　
◆
富
士
・
東
部
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
0
5
5
4
‐
45
‐
5
0
3
8
・
7
8
4
3
）

　
◆
曜
日
・
時
間
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

午
前
９
時
～
午
後
４
時

今月の行政相談・心配ごと相談日

3月20日(火)

◆行政相談・心配ごと相談・弁護士相談は、
　どこの場所へ行ってもOKです。

場　所 時　間 弁護士相談

町交流センター

足和田出張所

上九一色出張所

勝山ふれあい
センター

10時～14時 10時～12時

午後1時～4時

午後1時～3時

＝
県
の
機
関
が
行
っ
て
い
る
各
種
相
談
＝

町の行政相談委員さんは、白壁　勝雄　72-0143　　　小佐野成太郎　83-2320
　　　　　　　　　　　　梶原　一榮　82-2446　　　渡辺　袈裟司　87-2316

　
小
立
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
去
る
１

月
14･

21･

28

日
に
行
わ
れ

た
、
第
29
回
Ｕ

Ｔ
Ｙ
杯
県
ミ

ニ
バ
ス
交
歓

大
会
兼
第
38

回
全
国
大
会

県
予
選
会
に

お
い
て
、
準

優
勝
（
女
子

77
チ
ー
ム
中

２
位
）
の
成

績
を
収
め
ま

し
た
。
日
頃

の
練
習
の
成
果
が
銀
メ
ダ
ル
に
あ
り
子
ど
も
達
に
は

素
晴
ら
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
小
立
ミ
ニ
バ
ス
で
は
、
男
子
・
富
士
河
口
湖
バ
ス

ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
ま
し
た
。
共
に
感
動
を
分

か
ち
合
う
楽
し
い
仲
間
（
男
女
共
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
練
習
日
　
　
毎
週
水
・
土
曜
日

●
練
習
場
所
　
小
立
小
体
育
館
（
上
履
き
を
用
意
し
　

　
　
　
　
　 

 
 

て
下
さ
い
）

●
連
絡
先
　
　
℡
72
‐
５
７
１
８
（
渡
辺
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

　
輸
血
用
血
液
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。

血
液
が
使
わ
れ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健

康
な
皆
様
の
献
血
が
毎
日
必
要
で
す
。

■
日
　
時
　
４
月
５
日
（
木
）

　
　
午
前
10
時
～
12
時
　
午
後
１
時
～
３
時

■
場
　
所
　
町
役
場
駐
車
場

■
主
　
催
　
富
士
河
口
湖
町

■
協
　
力
　
河
口
湖
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

※
輸
血
用
血
液
の
安
全
対
策
と
し
て

　
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
下
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
入
力
に
よ
る
情
報
確
認
の
た
め
、

時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　
最
近
、
中
央
公
民
館
前
に
数
日
間
、
駐
車
さ

れ
て
い
る
車
が
数
台
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
早
朝

や
深
夜
の
集
合
場
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
ご
近
所
の
住
民
に
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。  

　
駐
車
さ
れ
た
ま
ま
の
車
が
、
子
ど
も
達
や

身
障
者
の
乗
り
降
り
に
支
障
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
緊
急
車
両
の
出
動
に
も
影
響
し
か

ね
な
い
状
況
で
す
。  

　
公
民
館
等
の
使
用
す
る
目
的
以
外
に
ご
使

用
さ
れ
る
場
合
は
、
生
涯
学
習
課
か
中
央
公

民
館
へ
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

　
ま
た
、
駐
車
場
内
で
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を

止
め
る
な
ど
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し

ょ
う
!

小
立
ミ
ニ
バ
ス
チ
ー
ム
が
準
優
勝
！

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
!

中
央
公
民
館
駐
車
場
の
使
用
に
つ
い
て

広
報
富
士
河
口
湖

　
２４


